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一人ひとりの市民が主役

広

報

【特集】郷土の伝統　郷土の誇り

鬼はーそと！福はーうち！
（阿久根幼稚園）
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「
郷
土
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ル
タ
大
会
」
が
１

月
20

日
、
尾
崎
小
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
全
児
童
の
16

名
が
参
加
。
４

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
一
人
ず
つ
交
互
に
出

場
し
、
取
っ
た
札
の
枚
数
で
競
い
ま
す
。

児
童
は
、
先
生
が
読
み
上
げ
た
ジ
ャ
ン

ボ
カ
ル
タ
め
が
け
て
全
力
疾
走
し
、
手
に

し
た
絵
札
を
見
せ
な
が
ら
大
き
な
声
で

暗
唱
。
休
み
時
間
な
ど
を
利
用
し
て
全
員

が
暗
記
し
て
い
た
と
の
こ
と
。「
あ
そ
こ
、

あ
そ
こ
だ
っ
て
。」「
や
っ
た
あ
。」な
ど
と
、

体
育
館
は
児
童
ら
の
元
気
な
か
け
声
や
保

護
者
ら
の
声
援
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

尾
崎
小
学
校
で
は
、
阿
久

根
郷
土
カ
ル
タ
を
も
と
に
平
成

４
年
当
時
の
児
童
ら
が
、
手 

づ
く
り
で
特
大
絵
札
を
作
成
。 

そ

れ

か

ら

毎

年
、

そ

の

絵

札
を
使
用
し
た
カ
ル
タ
大

会

を

行

っ

て

い

ま

す
。

絵

札

の

中

に

は
、

在

校

生

の

保
護
者
が
作
成
し
た
も
の
も 

あ
り
、
郷
土
の
伝
統
行
事
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

「
優
勝
で
き
な
く
て
悔
し
か
っ
た

け
ど
、
み
ん
な
で
楽
し
く
で
き

て
良
か
っ
た
。」
と
参
加
し
た
児

童
は
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま

し
た
。

小
正
月
の
伝
統
行
事
で
あ
る「
麦
ほ
め
」

が
１
月
14

日
、倉
津
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
も
と
も
と
14

歳
以
下
の
男
の

子
が
、
地
区
内
の
家
々
を
回
り
、
家
業
の

繁
栄
を
大
声
で
祈
願
し
て
回
る
も
の
で
し

た
が
、
近
年
は
、
少
子
化
の
問
題
な
ど
も

あ
り
、女
の
子
も
一
緒
に
回
っ
て
い
ま
す
。

夕
方
、
倉
津
区
の
松
尾
神
社
前
に
13

人

の
小
・
中
学
生
が
集
ま
り
、
２
班
に
分
か

れ
て
約
１
２
０
軒
ほ
ど
の
家
々
を
回
り
ま

し
た
。

郷
土
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ル
タ
大
会

（
尾
崎
小
学
校
）

麦
ほ
め
（
倉
津
区
）

郷
土
の
誇
り

郷土ジャンボカルタ大会に参加した尾崎小学校児童
ジャンボカルタめがけて
突進する児童

元気よくほめ口上を述べる子どもたち

玄
関
先
で
「
○
○
さ
ん
、
ゆ
え
も
そ
か

い
。」
の
口
上
に
始
ま
り
、「
○
○
さ
ん
の

網
は
い
い
網
、
引
き
さ
え
す
り
ゃ
金か

ね

千せ
ん

貫ご

千せ
ん

貫ご

。」
な
ど
と
Ｔ
字
型
の
杖
を
お
腹
に

あ
て
て
、
ほ
め
口
上
を
大
声
で
述
べ
ま
し

た
。
口
上
が
終
わ
る
と
、
家
主
か
ら
お
年

玉
が
渡
さ
れ
ま
す
が
、「
声
が
小
さ
か
ど
、

聞
こ
え
ん
で
や
り
直
し
。」
と
注
文
が 

付
く
一
幕
も
。
真
っ
暗
に
な
る
ま
で
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
同
区
内
で
響
き

渡
っ
て
い
ま
し
た
。

阿
久
根
郷
土
カ
ル
タ

　

市
内
の
児
童
ら

が
市
の
自
然
や
特

産
品
を
織
り
込
ん

で
詠
ん
だ
「
あ
」

か
ら
「
ん
」
ま
で

の
46

首
を
、
昭
和

62

年
に
市
郷
土
教

材
開
発
委
員
会
が

ま
と
め
た
も
の
。
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今月の題字

自然豊かな場所で空気も 
おいしくてとても良い所だと
思います。
今年、中学生になるので、
友達づくりや勉強をがんばり
たいです。

ひと言

阿久根市役所、社会福祉協
議会では平成24年３月31日ま
で義援金を受け付けています。
市民の皆さまのあたたかい
ご支援をお願いします。

東日本大震災義援金
（平成2４年１月31日現在）

１３,３４７,２５７円
※日本赤十字社を通じて、被災 
された方々へ配分されます。

前ま
え　

田だ　

幸ゆ
き　

子こ

さ
ん

尾
崎
小
６
年

義援金を受け付けています

今月の表紙

阿久根幼稚園の園児ら約80

名が、２月３日に節分の豆ま
きを行いました。鬼の面など
を付け、金棒を持った先生ら
が現れると、園児らは「鬼は
外」と元気な声を張り上げて
豆を投げつけ鬼を追い払いま
した。

豊
漁
と
航
海
安
全
を
祈
願
す
る「
え
び
す
祭
り
」

が
１
月
10

日
、
市
内
11

か
所
の
地
区
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

倉
津
区
で
は
、
大
漁
旗
を
張
り
巡
ら
し
た
漁
民 

研
修
施
設
で
開
催
さ
れ
、
着
物
姿
の
倉
津
漁
業 

青
年
団
員
を
は
じ
め
、
大
勢
の
漁
業
関
係
者
や
地

域
住
民
が
出
席
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
祭
壇
に
鎮
座
し
て
い
る
男
女
２
体

の
え
び
す
様
を
前
に
、送
神
歌
の
「
よ
い
こ
ん
節
」

を
朗
々
と
歌
い
、「
み
ん
な
が
怪
我
せ
ん
ご
と 

頼
ん
で
な
。」「
今
年
は
魚
が
ど
っ
さ
い
獲
る
っ
ご

と
頼
ん
ど
。」
と
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。

え
び
す祭

り

（
倉
津
区
）

武
士
社
会
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た

元
服
の
儀
（
立
志
式
）
に
ち
な
み
、

数
え
で
14

歳
に
な
る
男
の
子
を
祝
う

「
こ
し
ん
」
が
１
月
22

日
、
永
田
上

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
区
に

在
住
し
て
い
る
若
手
有
志
主
催
で
、

同
区
で
育
っ
た
成
年
男
子
は
、
全
員

こ
の
「
こ
し
ん
」
に
参
加
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

今
年
は
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う 

こ
と
も
あ
り
、
未
経
験
で
あ
っ
た 

高
校
２
年
生
か
ら
中
学
１
年
生
ま
で 

の
同
区
に
在
住
し
て
い
る
７
名
が 

参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
先
輩
た
ち
か
ら

「
永
田
上
区
の
成
人
と
し
て
、
恥
じ

る
こ
と
の
な
い
振
る
舞
い
を
す
る
よ

う
に
。」
と
、
成
人
の
心
構
え
に
つ

い
て
教
え
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
竹
林
帝
さ
ん
は
、
緊
張
し

た
面
持
ち
で
、「
先
輩
た
ち
か
ら
教
え

ら
れ
た
こ
と
を
、
今
度
は
自
分
が
次
の

後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
し
ん
（
＝
庚こ

う

申し

ん

講
）
（
永
田
上
区
）

郷
土
の
伝
統

えびす様に焼酎をふるまい、豊漁と航海安全を祈願

よいこん節を歌う参加者ら

「こしん」に参加した子どもたち

【特集】
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表彰を受けた皆さま（市民会館）

○阿久根市社会体育功労者・優秀選手 （敬称略）

表彰
区分

氏　　名 種目 備　　　　　考

功労者 岩﨑　盛一 野球
阿久根市軟式野球協会理事長として野球発展
のために尽力

〃 川　　友成 ソフト
ボール

阿久根市ソフトボール協会理事として、協会
運営に尽力

〃 奥平　幸義 一般
大川校区体協設立に奔走し、体協役員として
協会の発展・強化に尽力

優秀
選手

大田　啓介
レスリ
ング

平成23年度全国高等学校総合体育大会に出場

〃 遠矢　憲吾
レスリ
ング

平成23年度全国高等学校総合体育大会に出場

〃 㞍無あかり 陸上 平成23年度全国高等学校総合体育大会に出場

〃 倉津　貴子 陸上 平成23年度全国高等学校総合体育大会に出場

〃 倉津　円歌 陸上 平成23年度全国高等学校総合体育大会に出場

〃 中原　海鈴 陸上

第22回全国高校女子駅伝大会に出場
第29回全国都道府県対抗女子駅伝大会に出場
平成23年度全国高等学校総合体育大会に出場
第66回国民体育大会に出場

〃 大漉　真衣 陸上 平成23年度全国高等学校総合体育大会に出場

〃 早水　直史 陸上 平成23年度全国高等学校総合体育大会に出場

〃 濱﨑　龍一 陸上 平成23年度全国高等学校総合体育大会に出場

〃 中原　拓海 陸上 平成23年度全国高等学校総合体育大会に出場

〃 越川　大勢 陸上 平成23年度全国高等学校総合体育大会に出場

〃 坂本　大志 陸上
平成22年度全国都道府県対抗男子駅伝大会に
出場

〃 山門　幸基
バ ス
ケット

平成23年度全国高等学校総合体育大会に出場            

〃 大戸　愼平 サッカー 平成23年度全国高等学校総合体育大会に出場

〃 濵﨑　　巽 サッカー 平成23年度全国高等学校総合体育大会に出場

○阿久根市体育協会優秀団体・優秀選手 （敬称略）
表彰
区分

氏　　名 種目 備　　　　　考

優秀
団体

阿 久 根 陸 上 
スポーツ少年団

陸上
第27回全国小学生陸上競技交流
大会に出場

〃
阿久根バレーボール 
スポーツ少年団

バレー
ボール

九州ブロックスポーツ少年団バ
レーボール交歓大会に出場

優秀
選手

新井田　　　凌
バレー
ボール

第25回全九州小学生バレーボー
ル男女優勝大会に出場

〃 若 松 璃 緒 水泳
第43回西日本年齢別選手権水泳
大会に出場

〃 若 松 来 夢 水泳
第43回西日本年齢別選手権水泳
大会に出場

〃 上 野 瑞 歩 水泳
第43回西日本年齢別選手権水泳
大会に出場

〃 上 野 祥 歩 水泳
第43回西日本年齢別選手権水泳
大会に出場

〃 倉 津 美 里 水泳
第43回西日本年齢別選手権水泳
大会に出場

〃 濵 元 冬 華 水泳
第43回西日本年齢別選手権水泳
大会に出場

〃 濵 元 果 那 水泳
第43回西日本年齢別選手権水泳
大会に出場

〃 中 島 郁 哉 水泳
第43回西日本年齢別選手権水泳
大会に出場

〃 波　留　可南子 水泳
第43回西日本年齢別選手権水泳
大会に出場

〃 倉 津 麗 来 水泳 九州ジュニア水泳競技大会出場

２
月
５
日
、
平
成
23

年
度
阿
久

根
市
社
会
体
育
功
労
者
・
優
秀
選
手

お
よ
び
平
成
23

年
度
阿
久
根
市
体
育

協
会
優
秀
団
体
・
優
秀
選
手
の
表
彰

式
が
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

社
会
体
育
の
発
展
に
功
績

中原海鈴さん（左から２人目）
（全国高等学校総合体育大会）

阿久根水泳スポーツ少年団の
若松璃緒さんら
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東洋太平洋ミドル級新チャンピオン
淵上誠選手祝勝会（グランビューあくね）

昨
年
12

月
12

日
に
行
わ
れ
た
日
本
＆
東

洋
太
平
洋
ミ
ド
ル
級
王
座
統
一
戦
。
淵
上

選
手
が
大
激
戦
の
末
、
９
回
Ｔ
Ｋ
Ｏ
で
勝

利
し
、見
事
、東
洋
太
平
洋
ミ
ド
ル
級
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

２
月
４
日
に
グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
あ
く
ね
で

祝
勝
会
（
約
２
５
０
名
が
参
加
）
が
行
わ

れ
、
淵
上
選
手
は
「
皆
さ
ん
か
ら
『
諦
め 

な
い
気
持
ち
』
を
も
ら
っ
た
お
か
げ
で 

ボ
ク
は
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
か
ら
も
ら
う
『
諦
め
な
い
気
持
ち
』
の

力
が
あ
れ
ば
、
全
然
負
け
る
気
が
し
ま
せ

ん
。
淵
上
誠
は
世
界
を
目
指
し
ま
す
。」
と

今
後
の
抱
負
を
力
強
く
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

淵
上
選
手
は
、４
月
９
日
、後
楽
園
ホ
ー

ル
（
東
京
）
で
初
防
衛
戦
が
行
わ
れ
る 

予
定
で
す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

激戦を制した淵上選手（写真右）
写真提供：こんどうさん

文
部
科
学
省
主
催
「
親
子
で
話
そ
う
！

家
族
の
き
ず
な
・
我
が
家
の
ル
ー
ル
」
三

行
詩
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
小
学
生
の

部
、
３
３
，６
８
８
作
品
の
な
か
、
阿
久
根

小
５
年
の
堤
理
子
さ
ん
の
詩
が
、
大
臣
賞

に
次
ぐ
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
全
国

協
議
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
19

日
、
堤
理
子
さ
ん
が
、
同
校
の

内
野
眞
校
長
先
生
ら
と
一
緒
に
市
役
所
を

訪
れ
、
受
賞
の
喜
び
を
報
告
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

ト
ン
ト
ン
ト
ン
台
所
か
ら
聞
こ
え
る

母
の
包
丁
の
音

わ
た
し
の
大
事
な
目
覚
ま
し
時
計

１
月
４
日
、
新
坂
上
ゆ
う
子
さ
ん
が
、

西
平
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

新
坂
上
さ
ん
は
、「
昨
年
は
、
自
分
と
し

て
は
も
う
少
し
と
い
う
よ
う
な
成
績
で
し

た
が
、
今
年
は
勝
負
の
年
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。」
と
西
平
市
長
に
こ
れ
か
ら
の

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

新
坂
上
ゆ
う
子
さ
ん

（
女
子
ゴ
ル
フ
プ
ロ
）
が
、

西
平
市
長
を
表
敬
訪
問

ア
ク
ネ
大
使

表彰を受けた堤理子さん（写真中央）表敬訪問された新坂上ゆう子プロ（写真左）

故郷に『ベルト』を持って凱旋
アジア最強王座の

淵上 誠選手
アクネ大使 東洋太平洋ミドル級チャンピオン （黒之上区出身）
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まちの話題 みんなのアルバム

鶴

課題研究発表を行った鶴翔高校の生徒ら（スポーツ健康科学系列）

１月23日、鶴翔高校で同校３年生の

専門学科系列の生徒たちが、後輩の１・

２年生らに向けた課題研究の発表会を

行いました。

農業関連学科（農業科学科・食品技

術科）、総合学科環境緑地系列では、

アグリホールで「紅甘夏ドレッシング

の開発について」など、総合学科スポー

ツ健康科学系列では、体育館で「バレー

ボールのセッターの役割」など、それ

ぞれこれまで取り組んできた学習や研

究の成果を披露していました。

鶴 翔高校３年生が課題研究を発表

沿

１月15日に脇本地区子ども会駅伝

大会が行われ、脇本地区の小・中学

生、保護者や教職員などの121名が参

加。園田商店と宮崎神社との中間地点

をスタート・ゴールとした新田川周辺

のコース（６区間、8.5㎞）。
参加者は、新春の脇本路を保護者ら

の声援を受けて元気に走っていました。

沿 道から保護者らの温かい声援
～脇本地区子ども会駅伝大会～

タスキをつなぐ
三笠中陸上部女子チーム

阿

１月５日、６日に熊本市の「びぷれ

す広場」にて、肥薩おれんじ鉄道鹿児

島県沿線物産展が行われ、大勢の来客

がありました。

初日の５日には、全国で大人気の「く

まモン」が開店と同時にＰＲのため 
に登場し、「阿っくん」と初の共演。 
２人（？）はすぐに意気投合し、来

店されたお客さんからは「かわいい。」

と言われて一緒に写真を撮られるな

ど、大人気の様子でした。

阿っくんが「くまモン」と
お友だちに

全国で大人気の「くまモン」と
交流する「阿っくん」

農業関連部門課題研究の
発表

スポーツ健康科学系列
課題研究の発表

ボ

交通事故を減らそうと気勢を上げる参加者ら

阿久根地区交通安全協会などの会員

ら約40名が、１月10日、赤瀬川の国道 
３号沿いで「ボンタン作戦」を行い 
ました。

ボンタンをドライバーに配り、交通

安全を呼びかける毎年恒例の行事で、

ボンタン100個を用意。参加者は１個

ずつ手渡し、無事故無違反を呼びかけ

ました。

ボンタン作戦、安全運転をＰＲ

ドライバーにボンタンを配りなが
ら安全運転を呼びかける参加者
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まちの話題

白く袋かけされたビワは、まるで白い花のように見えます（小漉区）

昨年12月下旬から１月にかけて、

小漉区では、特産のビワに袋かけ

が行われていました。今年は例年

より１か月早い４～５月ごろが収

穫期とのことです。

講演を行う宮原恵津子氏

楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係☎0996-73-1211（内線1214）

みんなのアルバム

小

漉
�
山
間
�
白
�
花
�
咲
�
�
�
�

息の合った華麗な踊りを披露

大会宣言を読み上げる参加者

１月14日、阿久根市女性団体

連絡会主催の阿久根市サンサン

ミセス大会、阿久根市女性大会

が、市民会館で開催されました。

217名が参加。

会員の活動発表や、ＭＢＣラ

ジオ「たんぽぽ倶楽部」でパー

ソナリティーを務める宮原恵津

子氏の『人生劇場　私が主役』

と題した講演も行われました。

講演では、同氏が「愚
ぐ

痴
ち

をガ

マンするのではなく、こぼさな

いように。気持ちは変えられな

いが、行動を変えましょう。」と

話し、参加者は熱心に聞き入っ

ていました。

小

阿

久
根
市
�
�
�
�
�
�
�
・

　

阿
久
根
市
女
性
大
会
開
催

阿
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阿久根市政ニュース
市の取組などについてお知らせします。

農地の防災施設や農道、農業用用排水路などを
続々整備中です。中山間地域総合整備（阿久根北部）
農政課では、22集落で41か所の農業用用排水（14路

線）や農道（７路線）、ほ場整備（４地区）などの事業を 
実施しています。
現在、整備を行っている地域は「そらまめ」「デコポン」

などの優良生産地域ということもあり、整備が完了する
ごとに農産物の生産量の増や農作業の効率化が図られる
ことが期待されます。

農業用用排水路
（永田上・下区）

中
山
間
地
域
　

総
合
整
備
事
業

おれんじ鉄道の活性化に向けた
意見交換会
１月24日、市民会館で県議会肥薩おれんじ鉄道

活性化議員連盟と、西平市長や市議会、区長連絡
協議会、通り会、商工会関係者など約30名とが、
おれんじ鉄道の活性化策について意見を交わしま
した。
市側の出席者からは、おれんじ鉄道に対し「貸

切列車をゆったりと座れるような座敷席に改修し
てほしい。」といった要望や意見がありました。
これを受け県議からは「地元鉄道を守るために
必要なことは、国や県に強く要請していきます。」
と話していました。意見交換会であいさつを行う西平市長

肥
薩
お
れ
ん
じ

鉄
道
　
　
　
　

文化財防火デー『みんなで守ろう文化財』
市立図書館で防火訓練
文化財防火デーの１月26日、市立図書館で防火

訓練が行われ、阿久根消防署や同図書館の職員、

関係者ら約20名が参加。

午前10時に炊事場で火災が発生したという想定 
で訓練を行いました。訓練に参加された文化財 
保護審議会委員の濵田健二さんは、「図書館には

貴重な文化財が多くあるが、何と言ってもまずは

人命救助。それが一番大事だと思っています。」

と話していました。市立図書館で行われた防火訓練

市
立
図
書
館
の

防
火
訓
練
　
　

農地防災用排水路（古里区） 犬待前岡農道（筒田区）
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緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」

配
信
開
始
Y

基地局

エリアあてに送信

メールアドレスあてに送信

阿久根市

阿久根市

※こちらは受信するために登録が必要になります。また、受信時にパケット代などが掛かります。

阿久根市防犯･防災メール

エリアメール

市役所からの

お知らせ

エ
リ
ア
メ
ー
ル
は
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
避
難

勧
告
、
津
波
警
報
な
ど
の
緊
急
性
の
高
い
災
害
関
係

情
報
を
阿
久
根
市
内
の
エ
リ
ア
で
使
用
さ
れ
て
い
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
（
対
応
機
種
に
限
る
）

に
一
斉
送
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

◇
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
つ
い
て

⑴　

エ
リ
ア
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
る
と
、
携
帯
電
話

の
画
面
に
配
信
内
容
が
自
動
的
に
表
示
さ
れ
ま

す
。

※
圏
外
や
通
話
中
、
電
源
が
入
っ
て
い
な
い
な
ど

の
場
合
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
。

⑵　

エ
リ
ア
メ
ー
ル
は
、
事
前
の
登
録
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
無
料
で
受
信
で
き
、
通
信
料
や

情
報
料
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

⑶　

エ
リ
ア
メ
ー
ル
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
用
い

ず
に
配
信
エ
リ
ア
内
の
対
応
す
る
携
帯
電
話
に
配

信
す
る
仕
組
み
の
た
め
、
観
光
や
仕
事
で
阿
久
根

市
を
訪
れ
た
方
で
も
受
信
で
き
ま
す
。

今
後
、「
防
災
行
政
無
線
放
送
」
や
「
阿
久
根
市

防
犯
・
防
災
メ
ー
ル
」
と
と
も
に
、
緊
急
時
の
情
報

伝
達
手
段
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
ほ
か
の
携
帯
電
話
事
業
者
（
ａ
ｕ
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
な
ど
）
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
調

整
し
た
う
え
で
順
次
導
入
し
て
い
く
予
定
で
す
。

※
対
応
機
種
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課　

行
政
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
２
１
２
）

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど
の
年

金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
へ
の
『
移
動
ね
ん
き

ん
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
な
ど
が

応
じ
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約

が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
予
約
の
際
に
は
、「
相
談
内
容
」「
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
連
絡
先
（
電
話
番
号
）」
な

ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

３
月
22

日
㈭

午
前
９
時
40

分
〜
午
後
３
時
40

分

※
予
約
時
間
の
10

分
前
ま
で
に
待
合
室
に
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

◇
場
所　

市
民
会
館　

第
１
会
議
室
（
２
階
）

◇
相
談
時
に
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

・
印
か
ん

・
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
ね
ん
き
ん
特
別
便
、

ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど

・
本
人
確
認
の
で
き
る
資
料

※
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど

※
代
理
の
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

◇
予
約
期
間　

３
月
１
日
〜
３
月
12

日（
期
間
厳
守
）

※
予
約
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課　

国
民
年
金
係

　

（
市
役
所
南
側
１
階　

３
番
窓
口
）

　
　

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
３
）

移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
の
開
設

市
で
は
、今
月
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
災
害
関
連
情
報
な
ど
の
緊
急
情
報

の
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

緊
急
速
報
　
　

エ
リ
ア
メ
ー
ル

移動
ねん
きん

相談
所　
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現
在
、
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が

１
割
の
方
は
、
平
成
24

年
４
月
か
ら
平

成
25

年
３
月
ま
で
、
引
き
続
き
『
１
割
』

に
据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」
を
お
持
ち
の

方
で
、
有
効
期
限
が
平
成
24

年
３
月
31

日
と
表
示
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
３
月

中
旬
以
降
に
新
し
い
保
険
証
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

※
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、 

平
成
24

年
７
月
31

日
で
す
。

な
お
、
現
在
の
保
険
証
は
、
直
接
、

市
役
所
へ
お
返
し
く
だ
さ
る
か
、
ご
自 

分
で
細
断
す
る
な
ど
し
て
処
分
し
て 

く
だ
さ
い
。

◇
70

歳
か
ら

74

歳
ま
で
の
方
へ

市役所からの

お知らせ

◇
制
度
の
内
容

◇
㊫
し
る
し
の
保
険
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
世
帯
主
の
方
へ

健康増進課 国保係

大川診療所で診察を受ける患者さん

国保係からのお知らせ

70歳から74歳までの方へ

制
度
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
24

年

４
月
か
ら
70

歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
方
の

う
ち
、
現
役
並
み
の
所
得
が
あ
る
方
以

外
は
、
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の

窓
口
負
担
が
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
改

正
が
引
き
続
き
凍
結
さ
れ
、
平
成
24

年

４
月
か
ら
平
成
25

年
３
月
ま
で
１
割
に 

据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
分
の
財
源
に
つ
い
て
は
国
が
負
担

し
ま
す
。

ま
た
、
70

歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
方
の

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
の
自
己

負
担
限
度
額
も
、
平
成
24

年
４
月
か
ら

平
成
25

年
３
月
ま
で
据
え
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

㊫
し
る
し
の
保
険
証
を
お
持
ち
の

方
で
、
３
月
卒
業
予
定
の
方
に
つ
い
て

は
、
資
格
喪
失
な
ど
の
手
続
が
必
要
に 

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
役
所
健
康
増
進
課
国
保

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課　

国
保
係

（
市
役
所
南
側
１
階　

12

番
窓
口
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
５
３
・
１
４
５
４
）
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Akune City
Information

～ 誰もが尊厳をもって生涯を暮らせるために ～

♡　高齢者の虐待は、誰もが直面するかもしれない問題です。

♡　さりげない手助け・見守りが高齢者と家族を支えます。

♡　早期発見・報告で虐待を防ぎましょう。

高齢者の尊厳と安心をみんなで守りましょう。

虐待の発見者には、市町村への通報義務があります。

高齢者虐待ってどんなこと？

あなたの周りに気がかりな高齢者はいませんか？

① 身体的虐待：たたく、蹴る、つねるなどの暴力を受け、身体にあざや傷跡が見られる。
② 性 的 虐 待：性的いたずらや性的暴力を受ける。（夫婦間の強制的な行為も含む）
③ 心理的虐待：脅しや侮辱、嫌がらせにより精神的な苦痛を与える。
④ 経済的虐待：預貯金を勝手に引き出して使ってしまう。生活費を渡さない。
⑤ 介護の放棄・放任：必要な介護や生活の世話が行われていない。

こんなことに気づいたら地域包括支援センターに連絡を�

□暴力を受けている、怒鳴られる、年金を取られるなどと訴えている。

□あざや傷があるのに理由を聞いてもはっきりしない。

□家族が介護でとても疲れていたり、高齢者の悪口を言っている。

□ひとり暮らしや高齢者夫婦世帯で、最近、姿を見かけなくなった。

□高齢者を訪ねると家族に嫌がられたり、会わせてもらえない。

□家から怒鳴り声や泣き声が聞こえたり、大きな物音がする。

［事例］
重い認知症のＡさん（��歳）を抱えて、

７年間介護を続けてきた息子は、他に誰も

介護を支える人がいないため、介護スト

レスを抱え、殴る、蹴るなどの暴力をふ

るっていました。徐々に日常の世話も不

十分になり、脱水症状から栄養失調を引

き起し、緊急入院することとなりました。

［連絡先］
地域包括支援センター（市役所⑬番）

☎（直通）０９９６－７３－４４２４
☎（代表）０９９６－７３－１２１１（内線１４５２）

虐待が起きない地域づくりのために…

※ 守秘義務により連絡･通報した方の情報が周囲に漏れることは決してありません。
安心して連絡してください。

地域包括支援センター職員
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各 課 紹 介各 課 紹 介

農政課　窓口

【
係
ご
と
の
業
務
紹
介
】

●
農
政
管
理
係

農
業
後
継
者
育
成
対
策
や
農
林
業
施
設

の
管
理
運
営
、
農
畜
産
物
の
生
産
振
興
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、
広
く
農
家
の
方
々
の

相
談
窓
口
業
務
を
行
う
。

●
農
村
振
興
係

農
業
構
造
改
善
事
業
、
土
地
改
良
事
業

と
い
っ
た
農
家
の
方
々
の
労
力
省
力
化
や 

農
作
業
が
し
易
い
農
道
、
農
地
づ
く
り 

な
ど
の
業
務
を
行
う
。

●
林
政
係

治
山
事
業
、
林
道
な
ど
の
管
理
を
は
じ

め
、
竹
林
の
改
良
な
ど
林
産
物
に
関
す
る

業
務
の
ほ
か
、
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
、

シ
カ
な
ど
）
に
よ
る
農
林
産
物
被
害
防
止

の
た
め
の
業
務
を
行
う
。

●
地
籍
調
整
係

国
土
調
査
に
関
す
る
業
務
の
ほ
か
、 

図
面
作
成
に
必
要
な
基
準
点
や
図
根
点 

な
ど
の
管
理
、
保
護
の
業
務
を
行
う
。

●
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
係

農
家
の
方
々
が
花
、
野
菜
、
茸
類
な
ど 

を
栽
培
す
る
と
き
、
質
の
高
い
作
物
や 

病
気
に
強
い
作
物
、
ま
た
は
、
新
た
な 

品
種
の
作
物
導
入
な
ど
に
つ
い
て
、
実
証

す
る
た
め
の
業
務
を
行
う
。

【
課
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

農
政
課
は
、
農
家
の
方
々
の
所
得
向
上
、

経
費
縮
減
を
は
じ
め
、
農
作
業
の
効
率
化

と
軽
減
を
基
本
に
、
市
の
農
林
業
振
興
の

た
め
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

11

月
号
で
６
次
産
業
化
や
農
商
工
連
携 

の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

「
今
後
、
取
り
組
ん
で
み
た
い
。」「
関
心 

が
あ
る
。」
と
い
う
方
は
、
農
政
課
ま
で 

ぜ
ひ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

結
び
に
、
私
た
ち
は
、
農
家
の
方
々
が

気
軽
に
お
尋
ね
い
た
だ
け
る
職
場
づ
く
り 

に
努
め
、
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
は
、 

懇
切
・
丁
寧
、
迅
速
を
心
が
け
て
職
員 

一
同
励
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
農
政
課
長　

内
園
由
幸
）

◇市役所１階

農政管理係

農村振興係

林政係

地籍調整係

農村環境改善

センター係

農政課

都市建設課　窓口

【
係
ご
と
の
業
務
紹
介
】

●
維
持
係

市
民
の
通
行
安
全
の
た
め
に
、
老
朽
化 

し
た
市
道
、
橋
梁
の
維
持
修
繕
、
安
全 

施
設
設
置
、
里
道
改
修
、
道
路
災
害
復
旧

事
業
の
業
務
を
行
う
。

●
建
設
係

市
道
の
新
設
、
改
良
事
業
、
河
川
の 

維
持
改
修
、
漁
港
、
港
湾
事
業
、
砂
防
事
業
、

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
、
河
川
災
害 

復
旧
事
業
の
業
務
を
行
う
。

●
管
理
係

市
道
、
漁
港
、
港
湾
、
公
園
お
よ
び
街

路
樹
な
ど
の
管
理
、
屋
外
広
告
物
の
許
認

可
な
ど
の
業
務
を
行
う
。

●
都
市
計
画
係

都
市
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
土
地 

区
画
整
理
事
業
、
都
市
下
水
路
事
業
、
公

園
整
備
、
街
路
事
業
、
開
発
行
為
、
西
回

り
自
動
車
道
整
備
促
進
の
業
務
を
行
う
。

●
用
地
住
宅
係

市
道
等
施
設
の
用
地
取
得
、
損
失
補
償
、

不
動
産
登
記
、
里
道
・
水
路
の
財
産
管
理
、

市
営
住
宅
の
管
理
業
務
な
ど
を
行
う
。

●
建
築
係

建
築
確
認
申
請
の
受
付
、が
け
地
近
接
危

険
住
宅
の
移
転
、
市
有
物
件
の
建
築
設
計
、

公
共
工
事
で
の
移
転
補
償
積
算
な
ど
の 

業
務
を
行
う
。

【
課
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

都
市
建
設
課
は
、
市
の
交
通
網
整
備
、

環
境
の
整
備
、
福
祉
向
上
の
た
め
の
住
宅

整
備
、
市
民
の
財
産
と
生
命
を
守
る
た
め

の
河
川
、
砂
防
、
下
水
路
整
備
、
漁
港
・ 

港
湾
事
業
と
多
く
の
業
務
を
行
っ
て 

い
ま
す
。

ま
た
、
番
所
丘
公
園
の
パ
タ
ー
ゴ
ル

フ
場
の
改
修
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
ロ
ー

ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
、
お
祭
り
広
場
、
多
目

的
広
場
の
改
修
工
事
が
３
月
に
完
了
す
る

予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
の
憩
い
と
健

康
づ
く
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
私
た
ち
は
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
な
ど
に
対
し
「
親
切
、丁
寧
、迅
速
」

に
対
応
す
る
職
場
づ
く
り
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
何
か
お
気
づ
き
の
際
に
は
、
お
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い 

し
ま
す
。（
都
市
建
設
課
長　

飛
松
義
行
）

◇市役所１階

維持係

建設係

管理係

都市計画係

用地住宅係

建築係

都市
建設課
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北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の
平
成
23

年 

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
22

年
度
の 

当
組
合
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳
入
（
収
入
）
に
つ
い
て
は
、
12

億
６
千
838

万
３
千
円
で
、
主
な
も
の
は
各
市
町
か
ら
の
負

担
金
、
地
方
交
付
税
及
び
使
用
料
な
ど
で
す
。

歳
出
（
支
出
）
に
つ
い
て
は
、
12

億
３
千
71

万
２
千
円
で
、
主
な
も
の
は
、
じ
ん
か
い
（
ご

み
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
処
理
、
し
尿
処
理
す
る
た

め
の
経
費
で
あ
る
衛
生
費
、
組
合
の
借
金
返
済

に
充
て
ら
れ
る
公
債
費
、
介
護
保
険
の
認
定
審

査
業
務
の
経
費
で
あ
る
民
生
費
、
圏
域
（
２
市

１
町
）
の
振
興
整
備
の
事
業
推
進
に
使
わ
れ
る

振
興
整
備
事
業
費
、議
会
費
及
び
総
務
費
で
す
。

ま
た
、
平
成
23

年
度
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て
も
可
決
さ
れ
、
平
成
23

年
度
予
算
額

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
210

万
２
千
円
を

減
額
し
た
、
12

億
９
千
484

万
３
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

補
正
の
主
な
理
由
は
、
入
札
執
行
残
の
減
額

等
決
算
見
込
み
に
よ
る
調
整
で
す
。

歳　出

��億�,���万２千円

⎧
┃
⎨
┃
⎩

総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 し尿処理費リサイクル処理費 公債費 その他

８６４円 ６７０円 ３,７６７円 １,５６９円８６３円 ５,７７０円

返　済

４０円

平成22年度決算状況

（注）地方交付税…起債償還に充当される国からの財源措置分

住民１人当たりに使われた金額　　１３，５４３円

（平成２３年９月末人口で算定）　　人口９０，８７６人

　　歳　入　　　　 歳　出　　　　繰越金
�������������円－�������������円＝����������円

内訳

阿久根市負担金

出水市負担金

長島町負担金

�億�����万�千円

�億���万�千円

�億�����万�千円

歳　入

��億�,���万３千円

諸収入

�����万８千円

使用料及び手数料

�����万８千円

財産収入

���万円

繰越金

�����万６千円

衛生費

５億�����万３千円

振興整備事業費

　　 ���万３千円

議会費

　　　��万６千円

公債費

５億�����万７千円

民生費

�����万円

総務費

�����万３千円

地方交付税（注）

３億���万７千円

分担金及び負担金

８億�����万４千円

歳　出 歳　入

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
だ
よ
り

　
　
　

平
成
22
年
度
決
算
状
況
等
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　メディポリス指宿（指宿市）の「がん粒子線治療
研究センター」では、平成23年４月の本格稼働よ
り、209名の患者さんが粒子線治療を行いました。
　『粒子線治療』は、がん病巣にピンポイントで照
射することにより、副作用を最小限に抑えることが
でき、一日の治療時間も30分程度です。また、治療
中は熱や痛みも感じません。そのため、高齢者に優
しく、患者さんのライフスタイルに合わせた通院治
療も受けることができます。

がん粒子線治療研究センター

先進医療として行われる『粒子線治療』の技術料は、がんの種類や大きさ、照射回数に関係
なく、288万３千円かかり、公的医療保険の対象外であるため、全額自己負担となります。
そこで、鹿児島県では、平成23年４月から『粒子線治療』を受けやすい環境を整備するため、

治療費を金融機関から借り受けた場合に、利子の一部を助成する制度を実施しています。
・利子補給の対象者
「がん粒子線治療研究センター」で粒子線治療を受け、治療費の支払いのために金融機関
から借入を行った患者本人、またはその家族など（親族、同一世帯に属する方）。
・借入限度額および利子補給の割合など
①　対象借入金　　金融機関からの借入金のうち粒子線治療相当額（限度額：2,883千円）
②　利子補給率
⑴ 年利率（６％以内）の100％… 住民税非課税世帯に属する方
⑵ 年利率（６％以内）の  50％… 世帯全員の課税総所得金が600万円以下の世帯に属する方

③　利子補給期間　５年（60月）を限度
※申請に必要な資料などは、県ホームページからのダウンロード、北薩地域振興局　保健福祉
環境部健康企画課で入手することができます。

※問い合わせ先
がん粒子線治療研究センター　患者さん相談窓口　☎０９９３－２４－３４５６

画像診断装置（ＣＴ）回転ガントリー

加速器　シンクロトロン陽子線治療室

☆治療費について

南九州から世界に向けて“光”を放つ医療
『がん粒子線治療研究センター』

【　治療症例実績　】

※平成24年１月31日現在

前立腺　１０４ 頭頚部　　１０

肺　　　　４３ 膵　臓　　　７

肝　臓　　２８ その他　　１５

腎　臓　　　２ 合　計　２０９



15 Akune

自殺対策事業

こころの健康づくり講演会のお知らせ
全国では、毎年３万人以上の方が自殺で亡くなっています。自殺の背景にはさまざ

まな要因が複雑にからんでいると言われますが、個人の問題だけでなく、適切な対応と 
環境で防ぐことができると考えられています。
今回、失う必要のない“いのち”を守るために、“こころのサインへの気づき”や 

地域での見守りなど、地域でできることを考える機会として、また、一人ひとりがストレ
スコントロールを学び、これからの生活をいきいきと過ごせるよう講演会を開催します。
さらに、脳トレや柔軟体操など楽しい実践もあります。
皆さまお誘い合わせのうえ、多数ご参加ください。

日時　平成24年３月８日㈭
受付13時30分～13時45分　講演14時～

会場　市民会館　大ホール
時　　間 内　　容 講　　師

13:30　～　13:45

13:45　～

14:00　～　14:30

14:30　～　16:00

受　　付

保健推進員研修会

講演・実技
『頭とからだをほぐしましょうY』
～脳トレ と 柔軟体操の実践～

講　演

『絆
きずな

と気づきで自殺予防Y
～あなたと身近な人のこころの健康のために～』

川内スポーツクラブ０１
健康運動指導士
森山　太郎　先生

鹿児島純心女子大学大学院
人間科学研究科長
久留　一郎　先生

参加費は無料です。多数ご参加ください。

各種健康診査の希望調査について
現在、平成24年度に市で実施する各種健康診査の希望調査票を配布しています。
対象者：女性：20歳以上　男性：40歳以上の方　（平成25年３月31日現在）

内　容：希望調査票には、現在の申込状況が記入されていますので変更
がある場合のみ訂正して、提出してください。
現在の申込状況が「未回答」となっている方も、健診を「希望する」 
「希望しない」のいずれかに記入して、提出してください。

提出期限：平成24年３月９日㈮

提 出 先：各区長さんに提出してください。　
または、健康増進課　保健予防係（15番窓口）、三笠支所、 
大川出張所、電話やＦＡＸでも受け付けています。

　※問い合わせ先　　健康増進課　保健予防係　　☎０９９６－７３－１２１１（内線１４５７）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6０９９６－７３－０２９７

動きやすい服装で
ご参加ください。
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市
が
所
有
し
て
い
る
公
用
車
（
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
な
ど
）
の
運
行
管
理
業
務
の
委
託
事
業

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
は
、
２
月
21
日
㈫
ま
で
で
す
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

財
政
課　

用
地
車
両
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
２
３
）

阿
久
根
市
公
用
車
運
行
管
理

業
務
委
託
事
業
者
の
募
集

◇
日　

時　

３
月
11
日
㈰　

８
時
集
合

阿
久
根
市
役
所　

駐
車
場

◇
コ
ー
ス　

本
之
牟
礼
分
校
跡
地
か
ら
西
の

高
突
山
ま
で
の
往
復

◇
参
加
料　

一
日
保
険
代
な
ど
と
し
て

５
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
な
ど
が
必
ず
同
伴

◇
持
参
す
る
も
の　

雨
具
、
昼
食

◇
申
込
締
切　

３
月
５
日
㈪
ま
で

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
山
好
会

花
木

☎
０
９
０
（
３
１
９
７
）
５
５
８
４

谷
口

℻
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
５
８

西
の
高
突
山
（
６
０
０
ｍ
）

登
山
会

県
で
は
、
交
通
事
故
弁
護
士
無
料
相
談

交
通
事
故
弁
護
士
相
談

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
相
談
を
希
望 

さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

◇
日
時　

２
月
29
日
㈬　

13
時
〜
15
時

◇
場
所　

県
庁
内
交
通
事
故
相
談
所

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
２
６

市所有のマイクロバス

◇
日
時　

３
月
15
日
㈭

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◇
場
所　

市
民
会
館
２
階　

第
１
会
議
室

◇
対
象　

60
歳
以
上

◇
申
込
締
切　

３
月
８
日
㈭
ま
で

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
阿
久
根
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
４
８
８
８

接
遇
講
習
会
の
開
催

阿
久
根
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
多
く

の
団
塊
世
代
の
方
々
の
入
会
を
促
す
た
め
、

同
会
の
『
老
人
』
と
い
う
名
称
変
更
を
ハ
ガ

キ
で
募
集
中
で
す
。
２
月
29
日
㈬
ま
で
。

ま
た
、
会
員
も
募
集
中
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
出
会
い
が
あ
る
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
あ
な
た

も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
９
ー
１
６
２
５

阿
久
根
市
波
留
６
１
２
０
ー
１
４

阿
久
根
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

阿
久
根
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
２
９
１
０

阿
久
根
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
名
称
を
募
集

２
月
23
日
㈭
に
次
の
と
お
り
献
血
を
行
い

ま
す
。献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
阿
久
根
市
役
所　

９
時
30
分
〜
16
時

◇
Ａ
コ
ー
プ
三
笠
店　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

12
時
30
分
〜
16
時

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
５
７
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

人
工
芝
の
改
修
を
行
い
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、

ゴ
ー
カ
ー
ト
事
務
所
な
ど
の
工
事
に
伴
い
、

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
・
ロ
ー
ラ
ー
事
務
所
近
く
に

電
気
自
動
車
の
場
所
を
移
動
し
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ゴ
ー
カ
ー

ト
場
は
３
月
初
旬
ご
ろ
開
放
予
定
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

番
所
丘
公
園
管
理
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
３
７
７
７

番
所
丘
公
園
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
Y

県
内
で
出
荷
さ
れ
た
野
菜
の
残
留
農
薬 

検
査
に
お
い
て
、
農
薬
ラ
ベ
ル
の
確
認
不
足

が
原
因
で
、
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い 

農
薬
成
分
が
適
用
作
物
外
か
ら
検
出
さ
れ
る

注
意
Y
農
薬
の
適
正
使
用
の
徹
底

事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

生
産
者
は
農
薬
使
用
に
あ
た
り
、
次
の 

事
項
に
十
分
注
意
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

⑴
表
示
ラ
ベ
ル
を
確
認
し
た
う
え
で
、
適
用

作
物
な
ど
の
使
用
基
準
を
厳
守
す
る
。

⑵
最
終
有
効
年
月
を
過
ぎ
た
も
の
は
使
用 

し
な
い
。

⑶
農
薬
の
飛
散
防
止
に
十
分
注
意
す
る
。

⑷
散
布
後
の
ノ
ズ
ル
や
ホ
ー
ス
な
ど
の
散
布

器
具
は
、
十
分
洗
浄
す
る
。

⑸
農
薬
の
散
布
履
歴
は
必
ず
記
帳
す
る
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

農
政
課　

農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
３
３
）

平
成
24
年
度
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
登
録
漏
れ
な
ど

の
確
認
が
必
要
な
方
は
、
縦
覧
さ
れ
る
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
縦
覧
期
間　

２
月
23
日
〜
３
月
８
日

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

◇
縦
覧
場
所　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
３
４
１
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧

家
や
倉
庫
の
建
築
、
駐
車
場
な
ど
を
造
る

際
に
は
、
た
と
え
耕
作
し
て
い
な
く
と
も
、 

登
記
簿
上
、
そ
の
土
地
の
地
目
が
田
・
畑
で

あ
れ
ば
、
必
ず
許
可
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
農
地
を
宅
地
や
山
林
な
ど
に 

田
畑
へ
家
屋
な
ど
を
建
築
す
る
場
合
、

必
ず
転
用
許
可
が
必
要
で
す

リニューアルした
パターゴルフ場

　らしの情報くs「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです
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　らしの情報く

す
る
こ
と
に
よ
り
、
隣
接
の
農
地
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
が
定
め
た

農
地
法
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
で
調
査
を
行

い
、
審
査
し
て
か
ら
、
最
終
的
に
県
か
ら 

許
可
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
土
地
に
家
な
ど
を
建
築
す
る
際

に
は
、
地
目
が
農
地
で
な
い
か
を
十
分
注
意 

す
る
と
と
も
に
、
農
業
委
員
会
へ
お
問
い 

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

市
農
業
委
員
会

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
５
１
）

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
３
月
１
日
㈭

か
ら
３
月
７
日
㈬
ま
で
の
７
日
間
実
施
さ
れ

ま
す
。

こ
の
時
季
は
風
が
強
く
、
空
気
が
乾
燥 

し
や
す
い
日
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
を

使
う
際
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
火
事
を
出
さ
な
い
ポ
イ
ン
ト

・
火
を
使
う
時
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

・
火
を
消
し
た
時
は
、
完
全
に
消
え
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

・
出
か
け
る
前
や
寝
る
前
に
火
の
元
を

確
か
め
る
。

◇
火
事
だ
Y
そ
の
時
の
心
構
え

・
早
く
知
ら
せ
る
。

・
早
く
火
を
消
す
。

・
早
く
逃
げ
る
。

◇
設
置
し
て
く
だ
さ
い
住
宅
用
火
災
警
報
器

火
災
に
よ
る
死
者
を
減
少
さ
せ
る
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
昨
年
の

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

阿
久
根
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

６
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
て
お
り
、
設
置
場
所

は
、
国
の
基
準
で
「
寝
室
」
や
「
階
段
」
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
で
悪
質
な
訪
問
販
売
（
不
適

正
な
価
格
、
無
理
強
い
販
売
な
ど
）
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
地
区
消
防
組
合　

警
防
課
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
１
９

平
成
23

年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公
的 

年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
を
有
し
て
い
る

方
で
、
そ
の
年
中
の
公
的
年
金
な
ど
の
収
入

金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
そ
の

年
分
の
公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

は
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
に
は

申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
が
20
万

円
以
下
で
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要
な 

場
合
で
も
、市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
出
水
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎
０
９
９
６
（
６
２
）
０
２
０
０

・
税
務
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
４
３
・
１
４
４
４
）

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

３
月
15
日
㈭
ま
で
Y

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
ア
ル
バ
イ 

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が
改
正

ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、 

使
用
者
は
労
働
者
に
対
し
、
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
産
業
別
最
低
賃
金
の
対
象
業
種 

に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
産
業
別
最
低 

賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
８

左
の
写
真
の
よ
う
に
市
有
地
に
放
置
さ
れ

て
い
る
小
型
船
舶
を
処
分
い
た
し
ま
す
。

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
３
月
19
日
㈪

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課　

管
財
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
２
２
）

放
置
船
舶
の
処
分
に
つ
い
て

放置されている小型船舶
（旧港：阿久根造船㈱近く）

鹿児島県の最低賃金
最低賃金名称 時間額

地 域 別
最低賃金

鹿児島県最低
賃金 647円

産 業 別
最低賃金

自動車（新車）
小売業 716円

百貨店、
総合スーパー 676円

電子部品、デバ
イス、電子回路、
電気機械器具、
情報通信機械 
器具製造業

696円

s阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） s三笠支所☎0996-75-0002 s大川出張所☎0996-74-0001
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阿久根について学びませんか郷土誌好評発売中Y

生涯学習課（市立図書館・郷土資料館）では、阿久根の文化や風習、

歴史を残すため様々な郷土誌を発行しています。

郷土を語る資料として、または、阿久根の歴史を勉強するための 

参考資料としてご活用してみませんか。

郷　土　誌　名 金　額

阿久根市誌 2,000円
阿久根の自然 1,000円
阿久根の人物 1,000円
阿久根のことば （方言集） 1,000円
阿久根の地名 1,000円
阿久根のむかしばなし 1,000円
丹宗律光 植物画集（全12巻）15,000円

※申込・問い合わせ先

・市立図書館 ☎０９９６－７２－０６０７

6０９９６－７２－０８５６

・有限会社　書林 ☎０９９６－７３－４５００

6０９９６－７２－７０３８

・富浜書店 ☎０９９６－７５－００１８

6０９９６－７５－００１８

図書館へ行こうY
　大活字本で読書生活をはじめましょう
大活字本は、通常より文字が

２倍ほど大きく、見やすい本と

なっています。人気の時代小説、

現代エッセイなど大活字本コー

ナーを設置していますので、 
ぜひご覧ください。 

　新刊案内
・『流燈記』 三浦哲郎（著）

自分が死んだら誰が燈籠を作って

くれるのだろうか。戦況が切迫する

東北の小都市。燈籠流しの季節に交

差する、ふたつの透明な魂の明滅。

瑞々しい青春の心情を捉えた長編小

説。

・『なでしこジャパン壁をこえる奇跡の言葉128』
江橋よしのり＋馬見新拓郎（編）

阿久根市飛松区出身

「苦しくなったら、私の背中を見

て。」「夢は見るものじゃなくて叶え

るものだと思っている。」など、数々

の苦難に真っ向から挑み、世界の頂

点にたどり着いたなでしこジャパン

の、珠玉の言葉の数々を紹介。

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　９時～19時

　図書館の催し
※参加料は無料。お気軽にどうぞご参加くだ

さい。

・２月25日㈯　14時～　手作り教室

・３月３日㈯　14時～　 映画会
・３月13日㈫　16時～　映画会・バンビ教室

（読み聞かせ）

・３月17日㈯　14時～　バンビ教室（読み聞かせ）大活字本のコーナー

手づくり教室で貯金箱を作成
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※「うぶごえ」「おくやみ」の掲載記事は、掲載への同意があった方のみ掲載してあります。

『
な
で
し
こ
』
の
澤
穂
希
選
手
が
16

歳
の

時
、
初
の
世
界
選
手
権
で
ア
メ
リ
カ
に

敗
れ
て
か
ら
ず
っ
と
「
世
界
一
に
な
り
た

い
。」
と
『
な
り
た
い
自
分
』
を
思
い
続

け
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
16
年
後
の
昨
年
、
つ
い
に
世

界
一
に
。
そ
れ
で
も
、「
ま
だ
ま
だ
サ
ッ

カ
ー
が
う
ま
く
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
最

近
ま
た
サ
ッ
カ
ー
が
楽
し
く
な
っ
て
き

た
。」
と
澤
選
手
の
話
が
馬
見
新
拓
郎
さ

ん
（
飛
松
区
出
身
）
の
著
書
（
前
頁
参
照
）

で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
本
を
読
み
終
え
て
思
う
に
、
東
洋

太
平
洋
チ
ャ
ン
プ
淵
上
選
手
の
夢
に
立
ち

向
か
っ
て
い
る
姿
と
重
な
り
、『
思
い
続

け
れ
ば
、
い
つ
か
自
分
も
で
き
る
』
と
、

勇
気
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。 

（
寺
園
）

人のうごき
１月31日現在
（　）は前月比

人　口
23,291人
（－26人）

男
10,918人
（－2人）

女
12,373人
（－24人）

世帯数
10,622世帯
（－12世帯）

出 生 9人
死 亡 34人
転 入 30人
転 出 31人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

若
松　

周
し
ゅ
う

雅が　

真
太
郎
（
高　

松
）

新
坂
璃り

帆ほ

子こ　

尚　

文
（
新　

町
）

和
田
絆き

心い

咲さ　

龍　

典
（　

潟　

）

德
田　

晴せ

来な　

光　

哲
（
市　

外
）

杉
田　

陽ひ

菜な　

知　

哉
（　

段　

）

鶴
﨑　

宏ひ
ろ

道み
ち　

喜
一
郎
（
上　

野
）

長
田　

元
一
67
（　

栫　

）
ト
ヨ
子

榎
田　

吉
男
79
（
八　

郷
）
凉　

子

山
平
ワ
カ
ノ
84
（
小　

漉
）
政　

雄

馬
見
塚　

榮
69
（
大　

丸
）
悦　

子

東
園
ユ
キ
ヱ
92
（
大
川
島
）
孝
太
郎
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ヤ
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濱
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）
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エ
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弓
木
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文
夫
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（
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）
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）
生
駒
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野
畑
シ
ヅ
子
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）
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孝

山
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チ
マ
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（
上　

原
）
真　

人

下
薗
ミ
ツ
子
82
（
尻
無
下
）
種　

雄

峯　
　

重
樹
87
（
波　

留
）
タ
ヱ
子

本
田　

納
子
80
（
遠　

矢
）
幸　

二

奥
平
ミ
ツ
子
91
（
中
屋
敷
）
谷
田
貞
子

巻
木
タ
ツ
ヱ
90
（
上　

野
）　

惠

黒　

ユ
キ
エ
85
（
黒
之
上
）
芳　

隆

若
松　

ミ
カ
99
（
尻
無
上
）
昭　

八

死　

亡　

者
年齢
（
区　

名
）
代
表
者

出　

生　

児　

保
護
者
（
区　

名
）

阿 久 根 短 歌 会阿 久 根 短 歌 会
※送り仮名は歴史的仮名使いを使用しています。

わ
が
カ
ル
テ
ふ
え
ゆ
く
今
も
短う

歌た

を 

詠
む
日
々
す
こ
や
か
に
と
祈
る
元
旦 

河
南
誠
一
郎

冬
枯
れ
の
庭
の
さ
び
し
さ
散
り
残
る
紅も

み

ぢ葉
に
な
ご
む
寒
震
ふ
日
は 

白
濵　

ノ
ブ

足
腰
の
痛
み
に
耐
へ
て
義
姉
作
り
し
大
根
あ
ま
た
謝
し
つ
つ
干
し
ぬ 

亀
澤　

笑
子

着
物
干
す
手
を
止
め
仰
ぎ
合
掌
す
雲
の
間あ

い

よ
り
光
る
初
日
に 

野
村　

克
江

我
慢
す
る
事
わ
き
ま
へ
ず
や
た
ら
鳴
く
入
っ
て
ん
出
て
ん
せ
か
ら
し
か
猫
の 

有
田
イ
チ
エ

幼
き
日
習
ひ
覚
え
し
歌
あ
ま
た
思
ひ
出
し
つ
つ
老
い
て
口
ず
さ
む 

赤
﨑　

タ
エ

隣
家
に
遊
び
ゐ
し
子
ら
の
「
バ
イ
バ
イ
」
の
声
聞
こ
え
き
て
忽
ち
暮
れ
ぬ 

木
場　

克
子

思
ひ
得
ぬ
長
生
き
と
な
る
わ
が
身
か
な
九
十
一
の
正
月
迎
ふ 

川
畑　

ス
ミ

年
明
け
て
九
十
二
歳
な
り
ぬ
れ
ば
身
は
意
に
な
ら
ず
流
れ
の
ま
ま
に 

遠
矢　
　

律

冬
川
の
細
き
流
れ
の
ひ
と
と
こ
ろ
落
差
の
あ
り
て
水
の
声
す
る 

別
府　

義
明

１月11日、阿久根建設㈱の職員が、事務所から高松橋まで
の国道３号沿いの歩道、往復約１㎞の距離の清掃を行いまし
た。５年前から同社職員が毎朝、当番制で実施。「知り合いか
ら『今日掃除しちょったね。』と後から声をかけられたりする
と、気づいたかと思って嬉しいよね。」と職員の洲﨑伸治さん。
おかげで毎朝、国道３号の歩道はきれいになっています。

阿
久
根
を

﹃
清
掃
﹄
致
し
候
。国道３号沿いのゴミ清掃を行う

阿久根建設㈱職員

其
の
弐
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た
だ
今
青
春
！

た
だ
今
青
春
！

池い
け　

田だ　

深し
ん　

索さ
く　

さ
ん
™3

◇趣味は何ですか・・・
スポーツ（野球・バレーボール）、
ドライブ
◇理想のタイプ
明るくて楽しいけど、
少しおっちょこちょいな方
◇今一番興味のある事
ゴルフを始めました。
少しずつ上達している気がします。
◇阿久根について一言・・・
とても元気で明るい方がたくさんいると
思います。あと、魚がおいしいZ
◇将来の夢は何ですか・・・
海外に住みたいです。イギリスとかいい
ですね。国際結婚とか憧れます。

私たちは、『美しく年を重ねるために』と、田中静
江先生のもと、会員10名で体操三井島システム（鹿大 
名誉教授の三井島智子先生が昭和41年に発案した健康
体操）を実践しています。
この体操は、弱者の体操とも呼ばれていて、リズムに
のったり、激しいものではなく、各個人の体力に合わせ
て、誰でも一人で無理なくできるようになっています。
現在、市内外問わず、会員を広く募集中です。私たち
と一緒に仲間作りをしながら体操してみませんか。活動
見学・体験希望者、大歓迎です。
【活動日時】毎週水曜　19時30分～20時30分
【活動場所】鶴川内地区集会施設
【連 絡 先】わらべ工房　栗野

☎０９９６－７３－１３９５

「体操三
み

井
い

島
しま

システム」
サークル紹介

同じ商品なら他店より安い自信があります。ぜひ一度ご覧下さい。

本町通り ℡７２－０８７８

カタログ価格より

玩具センター たなか

五月人形･鯉のぼり･のぼり旗五月人形･鯉のぼり･のぼり旗五月人形･鯉のぼり･のぼり旗

４ 引割

ＪＡ鹿児島いずみ　クレインハート㈱
　（総合葬祭）

ルミエールみかさ

ルミエールあくね 愛とまごころ　
　　　感動の人柄葬

家族葬承ります
各宗派、個人葬から社葬･団体葬まで

幅広く御利用いただけます

ご葬儀、法事等ご相談ください

年金友の会員

共済加入者

祭壇料より最大

１５％割引

年中無休
24時間受付
お電話下さい

ルミエールあくね：������������
ルミエールみかさ：������������

あくね斎場あくね斎場 みかさ斎場みかさ斎場

※単品売りも有・荷造り発送もご希望の日時に可
　お気軽にお問い合わせください。

☎０９９６－７３－３７６３
阿久根市浜町45（市役所通り）

就進学ふとんセール　３月いっぱい
Ａセット：羽毛掛布団（SL）
（５点）　　羊毛敷布団（SL）
色：ピンク/ブルー、カバーリング３点セット
　　　　　　　　　毛布・枕

㋱希望小売価格¥105,000（税込）
⬇72％OFF

¥29,800

Ｂセット：羊毛掛布団（SL）
（５点）　　羊毛敷布団（SL）
色：ピンク/ブルー、カバーリング３点セット
　　　　　　　　　毛布・枕

㋱希望小売価格¥47,250（税込）
⬇58％OFF

¥19,800


